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【３・１１】 

メモリアル宣伝を実施 

女川原発の撤退求める署名８０７筆を集める 
３月１１日、あの東日本大震災から１年 

のこの日、東日本大震災復旧・復興支援み 

やぎ県民センターの主催で、「女川原発を再 

稼働させず、原発からの撤退を進める要請 

署名」の呼びかけと「ＳＴＯＰ！女川原発 

３・２０アクション」の告知宣伝行動をフ 

ォーラス仙台店前で行いました。行動には 

県労連はじめ、民医連、保険医協会、新日 

本婦人の会などの民主団体が参加、総勢８ 

２名での大宣伝行動となりました。 

参加者の「女川原発の撤退を求める」署 

名にご協力をの呼びかけに次々に署名が集まり、わずか１時間の行動で８０７筆の署名

が集まりました。 
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山形から買い物で仙台に訪れたたと言う４人の女子高生は、「生まれて初めて署名用

紙に署名をしました。」「山形には福島から避難している人達がたくさんいます。原発は

いらないと思います。」と快く協力してくれました。このように中学生や高校生、２０

代や３０代の青年たちが多く署名してくれたのが目立ちました。また、仙台在住で２歳

の男の子と買い物に来ていた２０代のママさんは、「この子の為にも原発はいりませ

ん。」と署名してくれました。            

「女川原発を再稼働させず、原発からの撤退を進める要請署名」は組合員１人５筆を目

標にしています。各組織での取り組み強化お願いします。 

（写真下は行動後参加者全員での１枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【行動案内】 

３・１５統一行動への結集を  詳細は春闘共闘発文書第１７号をご覧ください。 


